
車検証と一緒に
保管してください

いつおきるか分からない事故！
そんなもしものときのガイドブック
私たち福島トヨタからきっとお役に立てるようにとの思いを込めて
アドバイスをまとめさせていただきました。
ご一読のうえ、車検証と一緒にお車に保管しご利用ください。

重 要

自動車事故を防止するために

交通ルールを守って運転していても、事故が起
こることはあります。動画と音声を自動的に収録
するドライブレコーダーによって、事故の際に客
観性のある証拠を残すことができます。

事故の過失割合は刑事責任だけではなく、民事に
おける慰謝料請求などにも影響を与えます。自分に
過失がないのであればそのことを明確にすることが
大切です。ドライブレコーダーの動画と音声が、その
役を担ってくれる場合があります。

もしもの
ために

福島トヨタ　緊急サポートセンター

フリーダイヤル（365日24時間対応）

●自動車保険（任意保険）ご契約内容メモ【簡易版】　　　　　年　　　月　　　日現在

保 険 会 社

取扱代理店

対 人 賠 償

対 物 賠 償

人 身 障 害

車 両 保 険

当社　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無制限　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無制限　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

加入（無制限・5,000万・3,000万）　　　未加入

加入（オールリスク・車対車）　　　　　　　未加入

三井住友・東京海上日動・あいおいニッセイ同和・損保ジャパン日本興亜

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お車の事故やトラブル等でお困りの際はお電話ください

脇見運転や動静不注視※等が主な原因。
直線道路、交差点では特に気を付けましょう。

安全不確認、一時不停止等が主な原因。
信号がない交差点では特に気を付けましょう。

対向車の陰や車両の死角に隠れた危険を意識しましょう。
横断歩道上の歩行者、自転車にも十分に注意。

●出会い頭の事故は
自動車事故の

●追突事故は
自動車事故の

●右左折時の事故は
自動車事故の

!

!

!

事故の過失割合は刑事責任だけではなく、民事に

参考／警察庁交通局「平成29年中の交通事故の発生状況」

0120-149-200

2019年２月作成

～いつまでもまもりたい　あなたのカーライフ～

※動静不注視とは、相手の存在をあらかじめ認識をしていたものの、いまだそれが事故に結びつく具体的な危険はないものと判断して、相手車両
の動静の注視を怠った結果、事故にいたったような場合をさします。



もし事故が起こったら…
❶ けが人の救護 ❷ 車を安全な場所へ ❸ 警察に連絡 ❹ 相手の確認

❺ 事故状況と目撃者の
　　確認

❻ その場で示談はしない

落ち着いて、下記の対応をしてください。

救急車
119番

警察
110番

110

下記のメモを
活用して
ください。

❼ トヨタのお店に連絡 ❽ 保険会社に連絡

裏表紙のご契約内容を
ご確認ください

福島トヨタ
緊急サポートセンター

（365日24時間対応）
0120-149-200

●事故状況メモ（必ずメモをとっておきましょう） ※手元にペンが無いときは警察官にお借りしましょう。

日 時

場 所

警 察

相 手

その他

電
話氏名

住所

車のナンバー

保険会社

　月　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　時　　　　　分頃

警察署（交番）　　担当：

ー　　　　　　ー

午前

午後


